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１．事業開始の背景・経緯や目的等（200 字～300 字程度で記述） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．事業方法（特色・独創性）等（300 字程度で記述） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

客室乗務職、グランドスタッフ、グランドハンドリング（航空貨物）の担当者として現役で活躍

している卒業生を大学へ迎えて在学生との交流を図ることにより、航空系専門職を目指す学生の航

空業界・職業への理解を深めることを目的とする。 

 併設校（高校・中学）や協定高校等の在校生を招待することにより、本学の卒業生の活躍を直接

確認してもらうことができる機会となる。 

 
 
 
 

このシンポジウムでは、現役で活躍している卒業生を招き、各々の主な業務だけでなく、１日・
１か月のスケジュールを紹介してもらうなど、人事担当者からの企業説明では確認をすることが難
しい、より具体的な業務についての理解を深めることができることが特色である。また、シンポジ
ストが本学の卒業生であることから、在学生にとっては親近感があり、安心して話を聞くことがで
きる。 
 本シンポジウムには、当該年度の内定者にも参加を促しており、卒業生と在学生のつながりを強
くすることが期待できる。 
 また、併設校（椙山女学園高等学校・椙山女学園中学校）や協定高校の在校生も対象とすること
により、本学卒業生の活躍を直接見てもらうことができ、広報としての効果も期待できる。 
 
 



 

３．事業の成果（600 字～800 字程度で記述） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．キーワード（本事業のキーワードを１つ以上８つ以内で記載） 
①航空業界理解 ②職業理解 ③卒業生在校生の繋がり ④キャリア意識醸成 
⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 
 
５．事業の達成状況及び今後の課題（事業の達成状況を踏まえて、課題、反省点、及び今後の取組みを具体的に

記載すること。） 
 

エアラインシンポジウム出席者のアンケートより、すべての回答者から参考になったという回答を

得られた。（「大変参考になった」90.9%、「参考になった」9.1％）。自由記述欄では、「本当に貴重な

お話を聞かせていただいてとても勉強になりました。」「この業界が自分にとって憧れなのか、本当に

やりたいことなのか自己分析をしっかりしないといけないなと感じました。自分のしたいことを手に

入れるように、先輩方を見習って頑張ります。」といった回答があった。この結果から、本事業の目

的である客室乗務職やグランドスタッフ等を目指す学生の航空業界・職業への理解を深めることがで

きた。 

また、「貴重なお話を聞けてさらに理解を深めることができました。わたしもいつかエアラインで

働けるように頑張りたいと改めて思いました。」「航空業界をこれから受験する身としてとても参考に

なるお話ばかりでした。」「現場の声はやはりインターネットとかで調べても出てこないので、生の意

見が聞けてとても参考になりました。航空業界の中でも全然違う職種を希望していたのですが、グラ

ンドスタッフも客室乗務員もとても気になるお仕事になりました。」というコメントがあり、参加者

の就職活動へのモチベーション向上やキャリア意識の醸成にも繋がったと考えられる。 

さらに当日の司会進行は有志の学生が行うなど、学生がシンポジウム運営の一端を担うことにより

彼女らの社会人基礎力醸成にも寄与している。 

シンポジウム後には卒業生と学生の交流があり、卒業生と在学生のつながりを強くするという目的

を達成できた。 

 

出席者 在学生  27名、教職員  4名 

    卒業生ほか（登壇者 4名含む）  8名 

                               計 39名 

 

昨年度より航空業界の採用が徐々に再開し、現職にとっては忙しいなか、A 社、B 社、C 社の３社

より４名の卒業生に協力していただくことができた。参加者のアンケートの結果から、航空業界の現

状を知ることは航空業界も含めた今後の自身のキャリアを考えるために有効であることが分かった。 

 来場者数は 39 名で昨年度 46名より 7名下回る結果となった。しかし、航空業界への就職を目指す

学生が少なからずいること、その学生たちのモチベーション向上につながったことは間違いない。 

 

 本プログラムは必ずしも航空業界を志していない学生に対しても、社会人としての仕事への姿勢を

学ぶことに有効であることから、より多くの学生に参加してもらえるよう来場者数の増加を図りた

い。 

 


